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開設の⽬的・概要　等

2013年末の久⼭町研究から認知症患者数は予想をはるかに上回るスピードで増加し、現在本邦に550万⼈、その前段階である軽度認知機能障害患者も400万⼈となってお
り、超⾼齢化社会の⽇本では最重要課題の⼀つである。
認知症の約2/3がアルツハイマー病(AD)、⾎管障害性認知症、パーキンソン病関連認知症であるが、その病像は明らかではない。本講座では特に認知症およびパーキンソン病の
病態解明を⽬的とし、タウ蛋⽩ターゲットの薬剤開発、認知症の遺伝⼦解析を⾏う。

共同研究講座・寄付講座名︓認知症・診断・予防治療学講座
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